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巻
頭
の
辞

石
川
武
教
授
は
、
一
九
九
一
年
(
平
成
三
年
)
三
月
コ
二
日
を
も
っ
て
、
停
年
退
官
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
の
退
官
に
あ
た

り
、
わ
れ
わ
れ
一
問
、
先
生
に
対
す
る
深
い
敬
意
と
心
か
ら
の
感
謝
を
こ
め
て
、
本
誌
特
集
号
を
捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

石
川
武
先
生
は
、
一
九
五
二
年
(
昭
和
二
七
年
)
に
北
海
道
大
学
文
学
部
史
学
科
を
卒
業
後
、
向
学
部
助
手
を
経
て
、
一
九
五
六
年
(
昭

和
三
一
年
)
に
北
海
道
大
学
法
学
部
助
教
授
に
昇
任
さ
れ
、
さ
ら
に
、
一
九
六
二
年
(
昭
和
三
七
年
)
に
法
学
部
教
授
に
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
先
生
は
、
法
律
史
講
座
、
一
九
七
七
年
(
昭
和
五
二
年
)
の
法
学
部
改
組
後
は
基
礎
法
学
講
座
を
担
任
し
、
専
門
教
育
課
程
の

西
洋
法
制
史
、
法
史
学
、
一
般
教
育
課
程
の
法
学
を
担
当
し
、
そ
の
明
断
な
講
義
に
よ
っ
て
法
学
へ
の
学
生
の
関
心
を
喚
起
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
大
学
院
に
お
い
て
は
、
特
に
、
深
い
ド
イ
ツ
語
の
素
養
を
も
っ
て
、
ド
イ
ツ
語
文
献
の
厳
密
な
読
み
方
を
徹
底
的
に
指
導
さ
れ
、
優

れ
た
研
究
者
養
成
の
た
め
の
不
可
欠
な
土
台
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
の
専
攻
分
野
は
、
ド
イ
ツ
法
史
学
で
あ
り
ま
す
。
本
巻
の
小
川
浩
三
教
授
に
よ
る
紹
介
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
前
半
期
は
、
ド
イ
ツ

中
世
国
制
に
つ
い
て
の
「
古
典
学
説
」
を
批
判
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
国
王
自
由
人
学
説
L

を
精
力
的
に
紹
介
、
検
討
し
、
そ
の
成
果
は
博
士

論
文
『
序
説
・
中
世
初
期
の
自
由
と
国
家
』
に
結
実
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
先
生
の
研
究
は
、
通
説
批
判
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ド
イ
ツ
中
世
の

最
重
要
史
料
で
あ
る
寸
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ

i
ゲ
ル
」
の
精
撤
な
分
析
を
通
じ
て
、
自
ら
の
新
た
な
中
世
法
像
の
構
築
へ
と
向
か
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
究
は
、
ド
イ
ツ
本
国
で
も
画
期
的
な
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
い
わ
ば
「
石
川
シ
ョ
ッ
ク
L

と
い
っ
た
も
の
を

惹
起
し
、
後
進
に
と
っ
て
も
こ
れ
と
の
対
決
が
避
け
て
通
れ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

先
生
が
こ
の
画
期
的
な
お
仕
事
に
着
手
な
さ
れ
た
の
は
、
一
九
八
四
年
(
昭
和
五
九
年
)
九
月
か
ら
一
年
半
に
わ
た
る
二
度
目
の
長
期
ド

イ
ツ
滞
在
期
聞
に
お
け
る
研
究
で
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
一
九
八
六
年
(
昭
和
六
一
年
)
四
月
に
帰
国
さ
れ
た
際
に
は
、
自
分
の
重
大
な

発
見
に
確
信
を
も
ち
知
的
に
高
揚
し
て
お
り
、
私
の
よ
う
な
門
外
漢
に
も
そ
の
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
、
当
時
、
石
川
先
生

も
こ
れ
で
大
学
行
政
か
ら
手
を
ひ
か
れ
、
研
究
一
筋
の
道
に
入
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
密
か
に
推
測
し
て
お
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
以



前
か
ら
の
石
川
先
生
は
相
変
わ
ら
ず
健
在
で
あ
っ
て
、
帰
国
一
年
後
に
は
学
生
部
長
の
重
職
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
点
で
は
、

私
の
予
想
は
見
事
に
外
れ
た
わ
け
で
す
が
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
は
、
こ
の
間
に
た
て
続
け
に
重
要
な
論
文
を
一

O
編
ち
か
く
書
き
あ
げ
、
ド

イ
ツ
で
は
ぐ
く
ま
れ
た
芽
を
あ
ざ
や
か
に
開
花
さ
せ
ま
し
た
。
先
生
は

7
自
分
は
、
大
学
行
政
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
雑
用
を
や
っ
て
い
る
時

の
方
が
、
研
究
へ
の
情
熱
が
強
く
な
る
よ
う
だ
L

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
漏
ら
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
い
か
に
も
先
生
ら
し
い
言
葉

か
と
思
っ
た
も
の
で
し
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
石
川
先
生
の
御
功
績
は
、
研
究
、
教
育
の
面
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
専
門
外
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
む
し
ろ
、
大
学

の
行
政
や
運
営
に
卓
越
し
た
能
力
を
発
揮
さ
れ
た
先
生
の
イ
メ
ー
ジ
の
方
が
強
い
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
一
九
八
七
年
(
昭
和
六
二
年
)
か
ら

停
年
退
官
に
い
た
る
ま
で
ほ
ぽ
四
年
の
間
務
め
ら
れ
た
学
生
部
長
職
に
お
い
て
示
さ
れ
た
先
生
の
力
量
は
、
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
一
九
七
一
年
(
昭
和
四
六
年
)
十
二
月
か
ら
一
九
七
四
年
(
昭
和
四
九
年
)
十
二
月
ま
で
、
先
生
が
法
学
部
長
、
大
学
院
法
学
研
究

科
長
を
務
め
ら
れ
た
蒔
期
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
学
の
あ
り
方
や
存
在
意
義
が
大
学
の
内
外
か
ら
根
本
的
に
問
わ
れ
た
大
学
紛
争
の
熱
気
が
な

お
冷
め
や
ら
ぬ
時
代
で
し
た
。
こ
の
中
で
、
北
海
道
大
学
法
学
部
は
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
の
教
育
・
研
究
体
制
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
に
つ

い
て
真
剣
な
議
論
を
つ
み
重
ね
、
そ
こ
か
ら
、
伝
統
的
講
座
制
か
ら
大
講
座
制
へ
の
転
換
、
教
育
部
と
研
究
部
の
二
部
門
の
創
設
な
ど
、
そ

れ
ま
で
ど
の
大
学
に
も
な
か
っ
た
新
し
い
制
度
を
つ
く
り
あ
げ
ま
し
た
。
先
生
は
、
学
部
長
と
し
て
、
こ
の
改
革
の
先
頭
に
た
ち
、
あ
の
比

類
な
い
情
熱
を
も
っ
て
、
そ
の
成
功
に
決
定
的
な
貢
献
を
な
さ
い
ま
し
た
。

先
生
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
法
の
規
範
構
造
L

を
求
め
る
旅
に
は
、
お
そ
ら
く
終
り
と
い
う
も
の
が
な
い
で
し
ょ

う
が
、
そ
れ
程
遠
く
な
い
日
に
、
そ
れ
ま
で
の
行
程
で
描
か
れ
た
新
し
い
全
体
像
を
わ
れ
わ
れ
に
提
示
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

一
九
九
一
年
(
平
成
三
年
)
三
月

北
海
道
大
学
法
学
部
長
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